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社会福祉法人 網 走 愛 育 会 



（目 的） 

第１条 この規程は、社会福祉法人網走愛育会が設置経営する通所リハビリテ－ション事 

業所（以下「事業所」という。）が行う通所リハビリテーション及び介護予防通所リハビ

リテーションの事業（以下「事業」という。）の適正な運営を確保するため、職員の人員

及び運営管理に関する事項を定め、職員が要介護状態又は要支援状態にある高齢者に対

し、適正な通所リハビリテーション及び介護予防通所リハビリテーションを提供するこ

とを目的とする。 

 

（運営方針） 

第２条 事業所の職員は、要介護状態等の心身の特性を踏まえて、その有する能力に応じ

自立した日常生活を営むことが出来るよう、理学療法、作業療法その他必要なリハビリ

テーションを行うことにより、利用者の心身の機能の維持回復を図るものとする。 

２ 事業の実施に当たっては、関係市町村、居宅介護支援事業者及び地域の保健・福祉サ

ービスとの綿密な連携を図り、総合的なサービスの提供に努めるものとする。 

 

（事業所の名称等） 

第３条 事業を行う事業所の名称及び住所は、次のとおりとする。 

 （１） 名 称 いせの里通所リハビリテ－ション事業所 

 （２） 所在地 網走市字潮見１９２番地 

 

（職員の職種と員数） 

第４条 事業所に次の職員を置く。（通所リハビリテーションと介護予防通所リハビリテー

ションを兼職） 

 （１） 施設長       １名（兼任） 

 （２） 医 師       １名（兼任） 

 （３） 作業療法士     ３名（兼任） 

（４） 支援相談員     １名 

 （５） 看護員       ３名 

（６） 介護員       ６名（兼任２名） 

 （７） 管理栄養士     １名（兼任） 

（８） 管理員       ２名（兼任） 

 

（職務内容） 

第５条 前項に掲げる職種の職務内容は、次のとおりとする。 

（１）  施設長は、法人の決定する方針に従い、事業所の運営管理、人事を統括する。 

（２） 医師は、利用者の健康管理、心身機能の維持向上の指導、家族の身体的・精神

的負担の軽減を図るよう助言指導等を行う。 

 （３） 理学療法士、作業療法士及び言語聴覚士は、日常生活を営むのに必要な機能の

減退を防止及び回復するための訓練を行う。 

（４） 支援相談員は、利用者及び家族の必要な相談に応じるとともに、適切なサ－ビ

スが提供されるよう、事業所内のサ－ビスの調整、居宅介護支援時業者等他の機

関との連携において必要な役割を果たす。 

 （５） 看護員は、健康チェック等を行うことにより利用者の健康状態を適格に把握す

るとともに、利用者が各種サ－ビスを利用するための必要な処置を行う。 



 （６） 介護員は、通所リハビリテーション及び介護予防通所リハビリテーションの提

供にあたり利用者の心身の状況等を適格に把握し、利用者に対し、適切な介護を

行う。 

 （７） 管理栄養士は、食事の献立、栄養量計算及び給食記録を行い、委託給食業務を

指導管理する。 

 （８） 管理員は、施設の安全管理、施設資材の維持及び文章・物品の送達収受、その

他利用者送迎バスの運転管理に従事する。 

 

（営業日、営業時間及びサービス提供時間） 

第６条 本事業所の営業日、営業時間及びサービス提供時間は、次のとおりとする。 

（１） 営業日は、毎週月曜日から金曜日迄とする。但し、１２月３１日から１月３日

迄の年末年始を除く。 

（２） 営業時間は、午前８時３０分から午後５時３０分迄とする。 

（３） サービス提供時間は、午前９時３０分から午後４時迄とする。 

 

（利用定員） 

第７条 １日の事業を提供する定員は２０名とする。（介護予防通所リハビリテーション定

員含む） 

                                                                      

（通所リハビリテーション及び介護予防通所リハビリテーションの内容） 

第８条 通所リハビリテーション及び介護予防通所リハビリテーションの内容は、次のと

おりとする。 

（１） 利用者に適した機能訓練（理学・作業療法及びその他リハビリ）のサービスを

行い、その記録を保存する。 

（２） 医学的管理の下における介護、レクリエーション、食事、入浴及び送迎サービ

スを行う。 

（３） 利用者及びその家族に対する相談、助言等の援助を行う。 

 

（通所リハビリテーション計画及び介護予防通所リハビリテーション計画の作成） 

第９条 通所リハビリテーション及び介護予防通所リハビリテーションの提供を開始する際

には、医師の診察内容及び運動機能検査等の結果を基に、利用者の心身の状況、希望及びそ

の置かれている環境を踏まえて個別に通所リハビリテーション計画及び介護予防通所リハ

ビリテーション計画を作成する。又、既に居宅サービス計画が作成されている場合は、その

内容に沿った通所リハビリテーション計画及び介護予防通所リハビリテーション計画を作

成する。 

２ 通所リハビリテーション計画及び介護予防通所リハビリテーション計画の作成、変更の

際には、利用者又はその家族に対して説明し、利用者の同意を得るとともに、当該通所リハ

ビリテーション計画及び介護予防通所リハビリテーション計画を利用者に交付するものと

する。 

３ 職員は、それぞれの利用者について、通所リハビリテーション計画及び介護予防通所リハ

ビリテーション計画に従ったサービスの実施状況及びその評価を診療記録に記載するもの

とする。 

 

                                                                                                                          



（サ－ビス利用料金） 

第10条 事業所は、法定代理受領サービスに該当する通所リハビリテーション及び介護予

防通所リハビリテーションを提供した際には、その利用者から利用料の一部として、当

該通所リハビリテ－ションに係る居宅介護サービス費用基準額から当該事業所に支払わ

れる居宅介護サービス費の額を控除して得た額、及び当該介護予防通所リハビリテーシ

ョンに係る介護予防サービス費用基準額から当該事業所に支払われる介護予防サービス

費の額を控除して得た額の支払いを受けるものとする。 

                                                   

（その他の費用の額） 

第11条 前条のほか、次に掲げる費用の額の支払いを利用者から徴収する。 

（１） 食 費  １食につき ６００円 

（２） おむつ（尿取りパット・紙おむつ）代  実費相当額（仕入価格を費用の額とする。） 

２ 前項の費用の支払いを受ける場合には、利用者又はその家族に対して事前に文書で説明を

した上で、支払いに同意する旨の文書に署名（記名押印）を受けることとする。なお、経済

状況により金額を変更する場合も同様とする。 

                                                                            

（通常の事業の実施地域） 

第12条 通常の事業の実施地域は、網走市の区域とする。 

                                                                 

（事業所利用に当たっての留意事項） 

第13条 利用者が通所リハビリテーション及び介護予防通所リハビリテーションの提供を

受ける際には、次の事項を守ることとする。 

 （１） 飲酒は、施設長が定めた時間と場所等の範囲内とする。 

 （２） 喫煙は、敷地内禁煙とすること。 

 （３） 発火のおそれのある物品は、施設内に持ち込まないこと。 

 （４） 建物及び備品等は、職員の指示に従い適切に取扱うこと。 

 （５） 金銭及び貴重品は、各自管理に十分気を付けること。 

 （６） 施設内で、他の入所者に対する宗教活動は禁止とする。 

 （７） ペットの持ち込みは禁止とする。 

 （８） その他特に施設長が定めたこと。 

                                                                   

（非常災害対策） 

第14条 事業所は、非常災害に関する具体的計画を立て、非常災害時の関係機関への通報

及び連携体制を整備し、それらを定期的に職員に周知するとともに、定期的に避難、救

出その他必要な訓練を行う。 

                                                      

（衛生管理等） 

第15条 施設長は、利用者の使用する施設、食器その他の設備又は飲料に供する水につい    

て衛生的な管理に努める。 

２ 施設長は、事業所において感染症が発生し、又は蔓延しないように必要な措置を    

講ずる。 

３ 施設長は、職員の清潔の保持及び健康状態について必要な管理を行う。 

 

                                                              



（提 示） 

第16条 施設長は、事業所の見やすい場所に運営規程の概要、職員の勤務の体制その他の

利用申込者のサ－ビスの選択に資すると認められる重要事項を提示する。 

 

（守秘義務及び個人情報の保護） 

第17条 職員は、正当な理由がなく、その業務上知り得た利用者又はその家族の個人情報

を漏らしてはならない。 

２ 事業所は、職員であった者が、正当な理由がなく、その業務上知り得た利用者又はそ

の家族の個人情報を漏らすことがないよう、必要な措置を講じなければならない。 

３ 事業所は、サ－ビス担当者会議、居宅介護支援事業者等に対して、利用者に関す    

る情報を提供する場合には、あらかじめ利用者又はその家族の同意を得ておかなけ    

ればならない。 

 

（苦情処理） 

第18条 事業所は、提供した通所リハビリテ－ション及び介護予防通所リハビリテーショ

ンに関する利用者からの苦情に迅速かつ適切に対応するために、苦情を受付するための

窓口を設置する。 

２ 事業所は、提供した通所リハビリテ－ション及び介護予防通所リハビリテーションに

関し、利用者からの苦情について市町村が行う調査に協力するとともに、市町村から指

導または助言を受けた場合には指導又は助言に従って必要な改善を行う。 

３ 事業所は、提供した通所リハビリテ－ション及び介護予防通所リハビリテーションに

関し、利用者からの苦情について国民健康保険団体連合会が行う調査に協力するととも

に、指導または助言を受けた場合には指導または助言に従って必要な改善を行う。 

 

（事故発生時の対応） 

第19条 事業所は、利用者に対する通所リハビリテ－ション及び介護予防通所リハビリテ

ーションの提供により事故が発生した場合は、市町村、当該利用者の家族、当該利用者

に係る居宅介護支援事業者等に連絡を行うとともに、必要な措置を講じる。 

２ 事業所は、当該事故の状況及び事故に際して採った処置について記録する。 

３ 事業所は、利用者に対する通所リハビリテ－ション及び介護予防通所リハビリテーシ

ョンの提供により賠償すべき事故が発生した場合は、損害賠償を速やかに行う。 

４ 事業所は、事故が生じた際にはその原因を解明し、再発生を防ぐための対策を講じる。 

 

（虐待の防止） 

第20条 事業所は、虐待の発生又はその再発を防止するため、次の各号に掲げる措置を講

じる。 

 （１） 当該事業所における虐待の防止のための対策を検討する委員会（テレビ電話装

置等を活用して行うことができるものとする。）を定期的に開催するとともに、

その結果について、職員に周知徹底を図る。 

 （２） 当該事業所における虐待の防止のための指針を整備する。 

 （３） 当該事業所において、職員に対し、虐待の防止のための研修を定期的に実施す

る。 

 （４） 前三号に掲げる措置を適切に実施するための担当者を置く。 

 



（会計の区分） 

第21条 事業所は、通所リハビリテ－ション及び介護予防通所リハビリテーションとその

他の事業の会計を区分する。 

 

（記録の整備） 

第22条 事業所は、利用者、職員、施設及び構造設備並びに会計に関する諸記録を整備す

る。 

２ 事業所は、利用者に対する事業の提供に関する諸記録を整備し、その完結の日から２

年間保存する。 

                                                          

（教育研修） 

第23条 事業所は、職員の資質の向上を図るため内部研修及び外部研修の機会を設けるも

のとする。 

 

（補  則） 

第24条 この規程に定めるもののほか、必要な事項については施設長が理事長の承認を得

て別に定めることができる。 

 
                                             
附 則 

１ この規程は、平成１７年４月１日から施行する。 
附 則 

１ この規程は、平成１７年１０月１日から施行する。 
附 則 

１ この規程は、平成１８年４月１日から施行する。 
附 則 

１ この規程は、平成１８年５月８日から施行する。 
附 則 

１ この規程は、平成１８年７月１日から施行する。 
附 則 

１ この規程は、平成２０年１月１日から施行する。 
附 則 

１ この規程は、平成２０年４月１日から施行する。 
附 則 

１ この規程は、平成２０年７月１日から施行する。 
附 則 

１ この規程は、平成２１年８月３１日から施行する。 
附 則 

１ この規程は、平成２５年１月１日から施行する。 
附 則 

１ この規程は、平成２５年４月１日から施行する。 
 附 則 

１ この規程は、平成２５年６月１日から施行する。 
附 則 

１ この規程は、平成２６年６月２９日から施行する。 
附 則 

１ この規程は、平成２７年８月１日から施行する。 
附 則 

１ この規程は、平成２８年１２月１日から施行する。 
附 則 

１ この規程は、平成２９年４月１日から施行する。 
附 則 

１ この規程は、平成２９年７月１日から施行する。 
附 則 

１ この規程は、平成３０年４月１１日から施行する。 
 附 則 
１ この規程は、令和元年１０月１日から施行する。 



 附 則 
１ この規程は、令和２年４月１日から施行する。 
附 則 

１ この規程は、令和３年４月１日から施行する。 

附 則 
１ この規程は、令和３年９月１日から施行する。 

附 則 
１ この規程は、令和５年４月１日から施行する。 

附 則 
１ この規程は、令和６年６月１日から施行する。 
 
沿 革 

 「いせの里通所リハビリテーション事業所 運営管理規程」平成 12 年 4 月 1 日、平成 16
年 4 月 1 日（一部改正）、平成 16 年 10 月 1 日（一部改正）施行 
平成 17 年 4 月 1 日付け本規程の全部を改正し、題名を「いせの里通所リハビリテーショ

ン 運営規程」に改める。 


